



アフルト（Erfurt）において、彼の著作 “Das Ganze 
der Handlung” の第５部、第２巻の後半で「商業帳
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５　積 極 負 債
消極財産
１　消 極 負 債
資本金
１　元 入 資 本 金
２　資 本 金 の 増 減
ゲアハルトの財産明細表
Vermögens=Verzeichneß
図表－８
図表－９
－ 39 －
Ⅵ　開始仕訳の事例
ブーゼは財産目録を基礎として複式簿記では仕訳
を通じて諸勘定へ転記する。それにつづいて、さら
に、取引記録（日記帳）が仕訳帳を通じて諸勘定へ
と転記されてゆく。このように、財産目録にもとづ
いて仕訳する方法は商業帳簿を会計期間ごとに作成
するというドイツでの簿記の特徴を示すものであ
る。したがって、ドイツでは「会計期間ごとの商業
帳簿の完結」と称される。ここからみられるのは、
仕訳帳における合計の貸借の一致、勘定における合
計の貸借の一致、および仕訳帳の合計と勘定の合計
の一致という「一致の原則」が基底となっていると
いうことである。その意味で、この一致の原則を貫
徹させるのに重要な役割を果たすのが「開始仕訳」
である。その開始仕訳の事例をブーゼは下記の「図
表－10」に示している（S.283~285）；　　　　　　　　　　　　　　　　
－ 40 －
開始仕訳帳図表－10
－ 41 －
－ 42 －
Ⅶ　元帳における特徴のある勘定
勘定は仕訳帳においても元帳においても共通して
おり、勘定自体は取引を反映している。その際、勘
定は、簿記では、取引の最小単位である。ブーゼの
簿記は開始仕訳を資本金を基礎として展開してい
る。それにつづいて、取引を反映する諸勘定には、
現金、商品在高帳（Waaren Scontro、勘定形式で
示している）、債務者および債権者等がみられる。
これらの勘定には、複数の対象があるならば、商品
在高帳の様な形式がみられる。
（１）資本金勘定
資本金勘定を相手勘定として仕訳を開始すること
から、資本金勘定は下記のごとく開始される。その
帰結として、借方と貸方の差額が資本金勘定の在高
を示す。開始仕訳の事例にしたがって資本金勘定を
示すと下記の「図表－11」通りとなる（s.288/289）；
資本金勘定
図表－11
－ 43 －
－ 44 －
Ⅷ　事業にかかわる資本金の処理
一方で、単式簿記（簡略化された複式簿記）で
は、財産目録の内容は、直接にか、または財産目録
で分類された個々の項目の助けを借りてか、元帳の
諸勘定へもたらされる。他方で、複式簿記では、財
産目録の内容が、仕訳帳を通して、元帳の諸勘定へ
もたらされる。この仕訳帳では、資本金勘定を相手
勘定として仕訳されるので、貸借平均勘定（Bilanz- 
Conto）では貸借が逆となる。それを示すと下記の
「図表－12」となる（s.290/291）；
図表－12
－ 45 －
事業に複数の資本主が参加するとき、資本主ごと
に分離して表示される。加えて、この資本主は私的
に同じ事業を営むことが認められている。競合避止
義務はなかったのである。それ故、事業用とは分離
する必要がある。この分離すべき私的財産（Privat-
Vermögen）は、事業のための商業帳簿ではなく、
特別の秘密帳（Geheimbuch）で示される。それ故、
資本主ごとの特別の私的な財産目録を必要とする。
ブーゼでは、個人と私的な事業と取引する部分につ
いては見られない。出資する各々の出資対象と資本
について、資本金勘定を相手勘定によって示すと
「図表－13」の通りである（s.293/294）；
－ 46 －
財産目録図表－13
－ 47 －
仕訳にもとづいてTitiusとSemproniusの資本金を
中心とし、相手勘定を示す形式で財産目録の要約を
示すと「図表－14」となる（s.295/296）；
個別開始仕訳図表－14
－ 48 －
Ⅸ　結語
ブーゼの著作は、簿記会計の基礎をゲアハルトの
簿記においている。したがって、この論文で示され
ている図表および文言はゲアハルトで見られるそれ
である。
加えて、当著作では、ベルリンでプロイセン一般
国法に従って広く理解されている簿記・会計の思考
をまとめている。ここでみられるのは、ドイツでは
オランダ、フランス等の複式簿記を基礎とする「大
陸法」が摂取されていたが、18世紀に至って、英
国との通商のなかで、「英国法」を摂取した。この
過程で両者の混合した状況が生まれた。前者は簿記
の記録の中核をなす商業帳簿について「会計期間ご
との商業帳簿の完結」を基底として摂取する。それ
に対して、後者は、「会計期間を超えた商業帳簿の
継続」を基底とした取扱をしている。これに関連し
て、前者では、「会計期間ごとの商業帳簿の完結」
を基本とするところの開始財産目録、これにもとづ
く開始仕訳に関連した要約およびその開始仕訳を必
要とする。後者は、特に、元帳の締切に特徴があ
る。各勘定は、決算に際して、その残高について、
「次期繰越」として貸借平均し締切り、同時にその
締切後の下の反対側に「前期繰越」と記入して取引
記録を開始する。それ故、この締切の方法からして
「会計期間を越えた商業帳簿の継続」と特徴付けら
れる。簿記そのものの内では、残高勘定を作成する
ことはできない。それを作成するには他からの要請
を必要とする。したがって、ブーゼのように決算仕
訳を必要としない。
ブーゼの開始財産目録およびその要約、そして、
それに基づく開始仕訳は継続事業におけるものであ
る。したがって、この事業においては、決算に際し
て、財産目録に基づいて貸借平均表が作成される
が、この平均表こそが次期において期首の期首勘定
在高の基礎となるのである。ブーゼの開始財産目録
およびその要約、そして開始仕訳は、省略すること
なく、このようなプロセスにそったものである。こ
のプロセスは、加えて、プロイセン一般国法にも適
合したものである。
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